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もりた・あやね
平成９年８月22日生

静岡県出身 帝京
高卒 162㌢ 得意なプレー・バックハンド
趣味・お出掛けすること ルーティン・

大事な試合では同じタオルを使う

もりた・あやね
平成９年８月22日生

静岡県出身 帝京
高卒 162㌢ 得意なプレー・バックハンド

趣味・お出掛けすること ルーティン・
大事な試合では同じタオルを使う

やまもと・しょうこ
平成10年９月11日生
福井県出身 福井商業
高卒 162㌢ 得意なプレー・バックハンド
趣味・おいしいものを食べる ルーティン・
練習の日は毎朝スムージーを作って飲む

やまもと・しょうこ
平成10年９月11日生
福井県出身 福井商業
高卒 162㌢ 得意なプレー・バックハンド
趣味・おいしいものを食べる ルーティン・
練習の日は毎朝スムージーを作って飲む

全
日
本
の
大
舞
台
で
、
つ
い
に
中
大
の
森
田

彩
音
主
将
（
法
４
）
が
悲
願
の
優
勝
を
果
た
し

た
！

そ
し
て
来
年
度
主
将
を
務
め
る
山
本
笙

子
（
法
３
）
が
準
優
勝
。
中
大
女
子
卓
球
部
が

優
勝
、
準
優
勝
を
独
占
す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ

た
。
昨
年
は
同
大
会
で
準
優
勝
と
あ
と
一
歩
に

終
わ
っ
た
森
田
主
将
。
そ
の
悔
し
さ
を
晴
ら
す

涙
の
日
本
一
で
有
終
の
美
を
飾
っ
た
。

今回の全日学では多くの選手

が活躍を見せた。シングルスで

は梅村が７位に入賞。準々決勝

では山本との直接対決で敗れた

ものの、終始積極的で堂々とし

たプレーを見せ、今後に期待が

持てる内容となった。ダブルス

では森田主将・梅村組が２回戦

で敗退を喫した一方で、瀬山・

山本組は６位に入賞した。しか

し山本は「優勝を目指していた

ので悔しい」とその結果に満足

することなく、来年度でのリベ

ンジを誓った。

森田主将、山本、梅村がシン

グルスでベスト８以上を確定さ

せ、大きな成果が得られた今大

会。この個人戦での圧倒的な強

さを今後は団体戦でも発揮する

ことが求められる。中大の強さ

を団体戦でも証明してこそ、本

当の意味での『強さ』が体現で

きるのかもしれない。エースの

森田主将をはじめ、これまで背

中でチームを引っ張ってきた瀬

山、中澤紬（文４）らが卒業し

て迎える来季。現状に満足する

ことなく進む彼女たちの挑戦は

今日も続く。

森
田
の
母
・
知
加
子
さ
ん
コ
メ
ン
ト

い
ろ
ん
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
っ
た
中
で
の
試
合
で
も
そ
れ
な
り
に
自
分
で
考
え
ら

れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
１
カ
月
く
ら
い
で
お
父
さ
ん
と
彩
音
で
帰
っ
て
作
戦
を
立
て

た
り
し
な
が
ら
試
合
で
も
落
ち
着
い
て
組
み
立
て
ら
れ
て
、
学
生
最
後
の
結
果
が
残
せ

て
よ
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
こ
こ
は
通
過
点
で
あ
っ
て
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ

が
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
励
み
、
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
。
諦
め
な
い
気
持
ち
が
あ

っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
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「
あ
な
た
を

文
房
具
に
例
え

る
と
何
で
す
か

？
」
。
正
解
の

無
い
こ
の
問
い

に
皆
さ
ん
だ
っ

た
ら
ど
う
答
え

る
だ
ろ
う
か
。

私
が
先
日
大
学
内
で
受
け
た
、

と
あ
る
面
接
試
験
の
最
後
の
質

問
。
頭
を
フ
ル
回
転
さ
せ
て
絞

り
出
し
た
私
の
答
え
は
『
コ
ン

パ
ス
』
だ
っ
た
▼
文
房
具
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
か
。
簡
単

に
考
え
た
だ
け
で
も
ペ
ン
、
消

し
ゴ
ム
、
の
り
、
定
規
、
修
正

液
…
と
い
っ
た
よ
う
に
実
に
多

く
の
モ
ノ
が
浮
か
ん
で
く
る
。

モ
ノ
に
よ
っ
て
役
割
は
さ
ま
ざ

ま
だ
が
、
字
を
書
い
た
り
、
字

を
消
し
た
り
、
紙
と
紙
を
く
っ

つ
け
た
り
と
文
房
具
は
一
つ
に

つ
き
一
つ
の
役
割
に
特
化
し
た

も
の
が
多
い
。
言
い
換
え
れ
ば

『
専
門
職
』
だ
。
そ
の
点
コ
ン

パ
ス
は
少
し
異
質
に
映
る
。
針

・
持
ち
手
・
筆
記
具
の
三
要
素

か
ら
成
り
、
円
を
描
く
だ
け
で

は
な
く
長
さ
を
測
る
こ
と
も
で

き
る
。
一
つ
で
複
数
の
役
割
を

担
え
る
文
房
具
界
の
『
オ
ー
ル

ラ
ウ
ン
ダ
ー
』
な
の
だ
▼
私
は

２
年
前
の
冬
に
縁
あ
っ
て
中
大

に
合
格
し
、
入
学
し
、
中
ス
ポ

に
入
部
し
た
。
雰
囲
気
よ
く
、

心
か
ら
尊
敬
で
き
る
大
好
き
な

先
輩
方
・
同
期
・
後
輩
た
ち
と

共
に
、
学
生
の
力
だ
け
で
紙
面

を
作
り
上
げ
る
。
取
材
・
カ
メ

ラ
・
記
事
・
レ
イ
ア
ウ
ト
・
校

閲
と
新
聞
製
作
に
は
不
可
欠
な

要
素
が
多
く
あ
る
が
、
部
員
全

員
が
そ
の
全
て
に
携
わ
る
。
誰

が
ど
ん
な
役
割
を
担
っ
て
も
、

自
信
を
持
っ
て
高
い
質
で
新
聞

を
発
行
で
き
る
の
は
全
員
が
様

々
な
経
験
を
し
て
い
る
『
オ
ー

ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
』
だ
か
ら
こ

そ
。
こ
れ
が
中
ス
ポ
の
良
さ
だ

と
改
め
て
感
じ
て
い
る
▼
先
述

し
た
面
接
は
相
対
的
に
倍
率
が

高
い
試
験
だ
っ
た
が
、
無
事
に

合
格
。
『
コ
ン
パ
ス
』
と
い
う

回
答
が
決
め
手
に
な
っ
た
か
は

分
か
ら
な
い
が
、
中
ス
ポ
と
い

う
環
境
に
身
を
置
く
自
分
な
ら

で
は
の
答
え
と
理
由
が
自
信
を

持
っ
て
言
え
た
と
思
っ
て
い

る
。
中
ス
ポ
で
の
現
役
生
活
も

あ
と
１
年
。
「
大
好
き
な
こ
の

部
と
関
わ
っ
て
く
れ
た
方
々
に

恩
返
し
す
る
」
。
こ
れ
が
私
の

２
０
２
０
年
、
五
輪
イ
ヤ
ー
の

目
標
の
１
つ
だ
。

（
三
浦
）

レ
イ
ア
ウ
ト

三
浦
裕
太
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『
全
日
学
で
優
勝
す
る
』
。
森
田
主
将
が

父
と
交
わ
し
た
約
束
だ
。
そ
の
約
束
ま
で
あ

と
一
勝
と
し
た
決
勝
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
大
注

目
の
中
大
対
決
と
な
っ
た
。
そ
の
歴
史
的
一

戦
に
勝
利
し
た
瞬
間
、
硬
か
っ
た
森
田
主
将

の
表
情
か
ら
笑
顔
の
花
が
咲
き
、
そ
の
目
に

は
涙
が
光
っ
た
。
敗
れ
は
し
た
が
山
本
も
堂

々
の
準
優
勝
。
二
人
の
健
闘
に
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
湧
き
起
こ
っ
た
。

イ
ン
カ
レ
団
体
戦
で
は
３
位
と
悔
し
い
結

果
に
終
わ
り
、
選
手
た
ち
は
個
人
戦
で
の
リ

ベ
ン
ジ
に
燃
え
て
い
た
。
中
大
の
エ
ー
ス
森

田
主
将
は
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
つ
け
、
勝

ち
進
ん
で
い
く
。
一
方
の
山
本
も
丁
寧
な
プ

レ
ー
で
確
実
に
駒
を
進
め
る
。
迎
え
た
決
勝

戦
は
森
田
主
将
が
幸
先
よ
く
１
セ
ッ
ト
を
先

取
す
る
と
、
山
本
も
す
ぐ
さ
ま
反
撃
し
１
セ

ッ
ト
を
奪
い
返
す
。
し
か
し
終
始
冷
静
だ
っ

た
森
田
主
将
は
「
胸
を
借
り
る
気
持
ち
で
相

手
に
付
い
て
い
こ
う
と
思
っ
て
や
っ
た
」
と

い
う
言
葉
通
り
、
丁
寧
に
ボ
ー
ル
を
見
極
め

な
が
ら
コ
ー
ス
を
突
い
て
山
本
を
翻
弄
（
ほ

ん
ろ
う
）
。
勢
い
そ
の
ま
ま
に
３
セ
ッ
ト
を

連
取
し
優
勝
を
決
め
た
。
有
終
の
美
を
飾
っ

た
森
田
主
将
と
準
優
勝
に
輝
い
た
山
本
だ

が
、
そ
の
成
果
の
裏
に
は
努
力
が
あ
っ
た
。

不
安
を
自
信
に

『
優
勝
候
補
』
と
呼
び
声
高
い
中
大
だ
っ

た
が
、
今
季
の
団
体
戦
で
は
い
ず
れ
も
優
勝

を
逃
し
そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
状
況
が

続
く
。
３
年
次
か
ら
チ
ー
ム
を
率
い
て
き
た

森
田
は
主
将
と
し
て
最
後
の
一
年
を
迎
え
、

重
圧
に
苦
し
ん
で
い
た
。
「
自
分
が
思
っ
て

い
る
よ
う
に
で
き
な
く
て
悩
ん
で
い
た
」

（
森
田
主
将
）
。
一
方
の
山
本
も
秋
季
リ
ー

グ
戦
で
は
「
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
４
年

生
に
申
し
訳
な
い
」
と
自
分
を
厳
し
く
評

価
。
関
東
大
会
で
は
優
勝
経
験
の
あ
る
山
本

も
、
リ
ー
グ
戦
や
全
日
本
で
勝
つ
こ
と
の
難

し
さ
と
重
み
を
感
じ
て
い
た
。
そ
ん
な
森
田

主
将
と
山
本
を
勝
利
へ
一
押
し
し
た
の
は

「
で
き
る
こ
と
を
や
る
し
か
な
い
」
と
い
う

思
い
切
り
の
気
持
ち
だ
。
二
人
は
リ
ー
グ
戦

の
雪
辱
を
果
た
す
た
め
の
練
習
の
日
々
を
次

第
に
自
信
へ
と
変
え
て
い
っ
た
。

次
の
ス
テ
ー
ジ

「
本
当
に
う
れ
し
い
」
（
森
田
主
将
）
、

「
ベ
ス
ト
４
に
な
っ
た
と
き
は
ち
ょ
っ
と
涙

が
出
た
し
、
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
」
（
山

本
）
と
素
直
な
喜
び
を
語
っ
た
二
人
。
こ
れ

ま
で
中
大
女
子
卓
球
部
を
勝
利
に
導
い
て
き

た
立
役
者
た
ち
が
、
全
日
本
と
い
う
大
き
な

舞
台
で
花
開
い
た
。
数
々
の
栄
冠
に
貢
献
し

続
け
て
き
た
森
田
主
将
と
、
築
き
上
げ
て
き

た
意
思
を
引
き
継
ぐ
山
本
。
大
学
卓
球
界
か

ら
日
本
卓
球
界
を
背
負
う
存
在
と
な
る
た

め
、
二
人
の
戦
士
は
今
日
も
練
習
に
励
む
。

（
齋
藤
詩
菜
）

▼
大
会
結
果
▽
シ
ン
グ
ル
ス
①
森
田
主
将
②

山
本
⑦
梅
村
優
香
（
文
２
）
▽
ダ
ブ
ル
ス
⑥

瀬
山
咲
希
（
文
４
）
・
山
本
組

全
日
本
大
学
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合
卓
球
選
手
権
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝
戦
に
て
、
回
転
を
か
け
て
鋭
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
決
め
る
森
田
と
得
意
の
バ
ッ
ク
ハ

ン
ド
を
返
す
山
本
〈
カ
メ
ラ
・
齋
藤
詩
菜
〉

全
日
本
大
学
総
合
卓
球
選
手
権
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝
戦
に
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、
回
転
を
か
け
て
鋭
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
決
め
る
森
田
と
得
意
の
バ
ッ
ク
ハ

ン
ド
を
返
す
山
本
〈
カ
メ
ラ
・
齋
藤
詩
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〉

第86回

全
日
本
大
学
総
合
卓
球
選
手
権
大
会(

個
人
の
部)

(

10･

24
～
27

島
津
ア
リ
ー
ナ
京
都)

１
２
３
４
５
６

セット数
中大対決白熱の決勝戦ハイライト

８


５
８
６


９
７




２ ４
★第２セット★
一進一退の攻防となったセットを山
本が制し、試合を振り出しに戻す

★第３セット★
序盤から攻めた山本が連続でセット
を奪い逆転に成功

★第５セット★
競った展開となるが森田主将が意地
を見せ、山本は再びリードを許す

★第１セット★
点の取り合いとなるも、粘った森田
主将が第１セットを先取

★第４セット★
山本に追い付きたい森田主将がここ
で反撃ののろしを上げる

★第６セット★
最後まで集中力を切らさず、森田主
将がこのセットを勝ち切って優勝

森田彩音
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

山本笙子
◆森田 今年度個人結果◆

関東学生選手権

〃(ダブルス 森田･梅村組)

全日本大学総合選手権

〃(ダブルス 森田･梅村組)

全日本学生選抜選手権

32強

８強

優勝

２回戦

準優勝

◆山本 今年度個人結果◆

関東学生選手権

〃(ダブルス 瀬山･山本組)

全日本大学総合選手権

〃(ダブルス 瀬山･山本組)

全日本学生選抜選手権

16強

準優勝

準優勝

６位

16強

表彰式終了後の（左から）
梅村、森田主将、山本
表彰式終了後の（左から）
梅村、森田主将、山本
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